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衆
議
院
議
員
笠
井
亮
君
外
一
名
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
間
）
の
地
下
掘
進
工
事
地
で
の
陥
没
事
故
等
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
笠
井
亮
君
外
一
名
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
間
）
の
地
下
掘
進
工
事
地
で
の
陥
没
事
故

等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会 

有
識
者
委
員
会
」
（
以

下
「
有
識
者
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
令
和
二
年
十
月
十
八
日
に
東
京
都
調
布
市
に
お
い
て
発
生

し
た
地
表
面
の
陥
没
（
以
下
「
陥
没
事
象
」
と
い
う
。
）
及
び
陥
没
事
象
発
生
箇
所
周
辺
の
地
盤
調
査
で
同
年
十
一
月
三
日

と
同
月
二
十
一
日
に
確
認
さ
れ
た
地
中
の
空
洞
（
以
下
「
陥
没
事
象
等
」
と
い
う
。
）
の
原
因
並
び
に
陥
没
事
象
等
と
東
京

外
か
く
環
状
道
路
の
う
ち
同
都
練
馬
区
か
ら
同
都
世
田
谷
区
ま
で
の
区
間
（
以
下
「
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
」
と
い
う
。
）

の
工
事
（
以
下
「
工
事
」
と
い
う
。
）
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
も
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
住
民
の
方
々
の
不
安
を
で
き
る
限
り
早
く
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

同
社
に
よ
る
調
査
及
び
陥
没
事
象
等
の
原
因
究
明
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
方
々
に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て
も
、
適

切
に
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
有

識
者
で
あ
る
委
員
の
み
で
構
成
す
る
有
識
者
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
後
新
た
に
地
質
の
専
門
家
と
し
て
二
名
の
有
識
者
を

委
員
に
追
加
し
、
公
正
中
立
な
立
場
か
ら
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
有
識
者
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
内
容
を
広
く
一
般
に
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
有
識
者
委
員
会
の
規
約
に
基

づ
き
、
議
事
要
旨
及
び
配
付
資
料
を
原
則
と
し
て
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

現
在
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
究
明
の
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
有
識
者
委
員
会
に
お
い
て
確
認
を

進
め
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
が
、
当
該
デ
ー
タ
は
し
か
る
べ
き
時
期
に
原
則
と
し
て
公
開
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

第
二
十
二
回
の
検
討
委
員
会
及
び
第
一
回
の
有
識
者
委
員
会
で
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
か
ら
は
、
陥
没
事
象
の

発
生
を
契
機
に
確
認
し
た
範
囲
に
お
い
て
、
掘
進
中
の
ト
ン
ネ
ル
坑
内
の
圧
力
や
掘
削
土
量
を
含
む
各
計
測
値
に
異
常
値
は

な
く
、
添
加
材
・
圧
力
・
搬
送
設
備
等
の
調
整
が
行
わ
れ
、
施
工
管
理
は
計
画
ど
お
り
に
適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
一
方
、
有
識
者
か
ら
は
、
陥
没
事
象
と
工
事
と
の
因
果
関
係
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
詳
細
に
各
計
測
値
等
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を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

現
在
、
同
社
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
第
二
回
及
び
第
三
回
の
有
識
者
委
員
会
に
お
け
る
議
論
も
踏
ま
え
、
よ
り
詳
細
に
各

計
測
値
等
を
確
認
し
て
陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
究
明
の
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
、
有
識
者
委
員
会
に
お
い
て
確
認
を
進
め
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ

る
が
、
当
該
デ
ー
タ
は
し
か
る
べ
き
時
期
に
原
則
と
し
て
公
開
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
説
明
会
」
は
、
令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
の
有
識
者
委
員
会
に
お
い
て
、
「
調
布
市

地
表
面
陥
没
に
関
す
る
調
査
方
針
」
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
陥
没
事
象
発
生
箇
所
の
周
辺
住
民
の
方
々
を
対
象
に

速
や
か
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

現
在
、
陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
委
員
会
の
御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て

陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
お
り
、
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
説
明
会
の
開
催
時
期
や
対
象
者
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

現
在
、
有
識
者
委
員
会
の
御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び

陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
状
況
も
踏
ま
え
、
必
要
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
掘
進
区
間
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
に
、
東
京
都
調
布

市
内
に
お
い
て
、
路
面
空
洞
調
査
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

路
面
空
洞
調
査
で
は
安
全
の
確
認
の
た
め
に
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
同
月
二
十
一
日
に
地
中

の
空
洞
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
社
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
掘
進
区
間
も
含
め
、
今
後
、
有
識
者
委
員
会
の
御
意

見
を
頂
き
な
が
ら
追
加
的
な
調
査
が
必
要
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
住
民
の
方
々
へ
の
説
明

に
つ
い
て
は
、
陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
適
切
に
行
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
た
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心
確
保
の
取
組
み
」
を
参
考
と
し
、

事
前
に
構
築
し
て
い
た
連
絡
体
制
に
基
づ
き
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
、
速
や
か
に
住
民
の
方
々
へ
の
周
知
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が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
警
察
、
消
防
、
関
係
自
治
体
及
び
そ
の
他
の
関
係
機
関
へ
も
速
や
か
に
連
絡
が
行
わ
れ
た
と
承
知

し
て
お
り
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心
確
保
の
取
組
み
」
に
お
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル

内
に
掘
削
土
以
外
の
土
砂
等
が
大
量
流
入
す
る
時
を
「
緊
急
時
」
と
し
て
お
り
、
工
事
に
お
い
て
は
、
「
東
京
外
か
く
環
状

道
路
（
関
越
～
東
名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心
確
保
の
取
組
み
」
に
お
け
る
「
緊
急
時
」
に
該
当
す
る
事
象
は
発
生

し
て
い
な
い
が
、
陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
発
生
し
た
事
象
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
が

な
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
有
識
者
委
員
会
の
御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て

陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 

 
 

他
方
、
御
指
摘
の
「
大
深
度
地
下
の
使
用
」
に
つ
い
て
は
、
大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成



 

６ 

 

十
二
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
深
度
地
下
（
以
下
「
大
深
度
地
下
」
と
い
う
。
）
は
、
通
常
、

土
地
所
有
者
等
に
よ
る
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
か
ら
、
同
法
は
大
深
度
地
下
を
同
法
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事

業
の
用
に
供
す
る
た
め
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
権
の
設
定
を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
条
の
規
定

が
「
憲
法
第
二
十
九
条
に
違
反
す
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
「
大
深
度
地
下
の
使
用
に
つ
い
て
は
取
り
止
め
る
べ
き
」

と
は
考
え
て
い
な
い
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

陥
没
事
象
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
有
識
者
委
員
会
の
御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て

陥
没
事
象
等
の
原
因
及
び
陥
没
事
象
等
と
工
事
と
の
因
果
関
係
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
承
知
し
て
お
り
、
お

尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
の
都
心
方
向
に
集
中
す
る
交
通
を
適
切
に
分
散
し
、

首
都
圏
の
慢
性
的
な
渋
滞
の
緩
和
等
に
資
す
る
と
と
も
に
、
物
流
効
率
化
や
生
産
性
向
上
等
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業
で

あ
り
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
と
も
、
厳
格
な
事
業
評
価
を
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 


